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山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
四
号

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日
執
行
の
高
根
町
長
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申

立
て
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
裁
決
し
た
。

平
成
十
四
年
五
月
一
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
　
員
　
長

石
　
　
澤
　
　
道
　
　
夫

裁
　
　
決
　
　
書

山
梨
県
北
巨
摩
郡
高
根
町
下
黒
澤
四
〇
七
五
番
地
一
三

審
査
申
立
人
　
片
　
　
桐
　
　
秀
　
　
治
（
六
十
五
歳
）

右
審
査
申
立
人
（
以
下
「
申
立
人
」
と
い
う
。）
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
四
日
付
け
で
提
起
さ
れ
た

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日
執
行
の
高
根
町
長
選
挙
（
以
下
「
本
件
選
挙
」
と
い
う
。）
に
お
け
る

当
選
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

主
　
　
文

本
件
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
。

理
　
　
由

第
一
　
審
査
の
申
立
て
の
要
旨
及
び
理
由

申
立
人
は
、
本
件
選
挙
の
当
選
の
効
力
に
関
し
、
高
根
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
町
委
員
会
」

と
い
う
。）
に
異
議
の
申
出
を
し
た
が
、
町
委
員
会
は
平
成
十
四
年
二
月
十
八
日
付
け
で
こ
の
異
議

の
申
出
に
対
し
て
棄
却
の
決
定
を
し
た
の
で
、
こ
の
決
定
を
不
服
と
し
て
、
当
委
員
会
に
対
し
こ
の

決
定
を
取
り
消
し
、
本
件
選
挙
に
お
け
る
当
選
人
大
柴
恒
雄
（
以
下
「
本
件
当
選
人
」
と
い
う
。）

の
当
選
を
無
効
と
す
る
旨
の
裁
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

本
件
当
選
人
は
本
件
当
選
人
の
私
的
な
支
援
又
は
推
薦
者
集
団
で
あ
る
「
た
か
ね
２
１
世
紀
ま

ち
づ
く
り
１
０
０
人
会
議
」
を
設
置
・
発
足
さ
せ
、
同
会
議
の
発
会
式
、
委
嘱
状
交
付
式
及
び
本

件
当
選
人
の
挨
拶
風
景
を
公
共
テ
レ
ビ
を
使
用
し
て
放
映
し
た
こ
と
は
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
二
十
九
条
等
の
規
定
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
。

二

本
件
当
選
人
の
後
援
会
長
浅
川
鞆
雄
が
、
本
件
選
挙
告
示
前
に
「
事
務
所
開
き
の
御
案
内
」
と

す
る
文
書
を
作
成
し
、
戸
別
訪
問
の
上
頒
布
し
、
高
根
町
行
政
区
設
置
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
高

根
町
条
例
第
一
号
）
第
二
条
に
基
づ
く
行
政
区
長
で
あ
る
利
根
川
寅
雄
ら
が
当
該
文
書
を
戸
別
訪

問
の
上
頒
布
し
た
こ
と
は
公
職
選
挙
法
第
百
四
十
二
条
第
一
項
第
七
号
等
の
規
定
に
違
反
す
る
疑

い
が
あ
る
。

第
二
　
裁
決
の
理
由

当
委
員
会
は
、
こ
の
審
査
申
立
て
に
つ
き
そ
の
要
件
を
審
理
し
、
そ
の
結
果
、
適
法
な
も
の
と
認

め
こ
れ
を
受
理
し
、
町
委
員
会
か
ら
弁
明
書
を
、
申
立
人
か
ら
こ
れ
に
対
す
る
反
論
書
の
提
出
を
受

け
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
た
物
件
及
び
書
類
の
提
出
を
関
係
者
に
求
め
、
ま
た
必
要
事
項
の
調
査
を

行
い
、
慎
重
か
つ
厳
正
に
審
理
し
た
。

ま
ず
、
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
に
お
い
て
、
当
選
無
効
と
な
る
違
法
事
由
は
、
当
選
人
決
定

に
つ
い
て
の
違
法
即
ち
、
当
選
人
を
決
定
し
た
機
関
の
構
成
や
決
定
手
続
の
違
法
、
候
補
者
の
有
効

得
票
数
の
算
定
の
違
法
、
当
選
人
と
な
り
得
る
資
格
の
有
無
の
認
定
に
関
す
る
違
法
等
の
み
が
こ
れ

に
当
た
る
も
の
（
名
古
屋
高
等
裁
判
所
平
成
四
年
十
二
月
十
七
日
判
決
）
で
あ
り
、
申
立
人
の
主
張

す
る
本
件
申
立
理
由
一
な
い
し
二
に
掲
げ
る
本
件
当
選
人
ら
に
よ
る
公
職
選
挙
法
上
の
罰
則
に
掲
げ

る
行
為
に
該
当
す
る
違
反
行
為
の
疑
い
は
、
当
該
当
選
無
効
と
な
る
い
ず
れ
の
違
法
事
由
に
も
該
当

す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
は
、
専
ら
刑
事
上
の
訴
追
と
そ
の
結
果
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
公
職
選
挙
法
第
二
百
六
条
の
規
定
に
よ
る
当
選
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
申
立
人
の
主
張
に
は
本
件
当
選
人
の
当
選
を
無
効
と
す
る
べ
き
理
由
は
な
い
。

次
に
、当
委
員
会
は
申
立
人
が
主
張
す
る
諸
行
為
が
選
挙
無
効
の
原
因
と
な
り
得
る
か
に
つ
い
て
、

職
権
に
よ
り
審
理
し
た
。

そ
も
そ
も
選
挙
が
無
効
と
さ
れ
る
の
は
、
公
職
選
挙
法
第
二
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、「
選

挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
る
場
合
」
に
限

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
選
挙
無
効
の
要
件
と
し
て
の
「
選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
」
と
は
、
主
と

し
て
選
挙
管
理
の
任
に
当
た
る
機
関
が
選
挙
の
管
理
執
行
の
手
続
き
に
関
す
る
明
文
の
規
定
に
違
反

す
る
こ
と
、
又
は
直
接
そ
の
よ
う
な
明
文
の
規
定
に
違
反
し
な
く
て
も
、
選
挙
の
管
理
執
行
の
手
続

き
上
、
選
挙
法
の
基
本
理
念
た
る
選
挙
の
自
由
公
正
の
原
則
を
著
し
く
阻
害
す
る
よ
う
な
事
態
を
招
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来
す
る
こ
と
を
指
称
し
、
選
挙
人
、
候
補
者
、
選
挙
運
動
等
に
よ
る
選
挙
の
取
締
規
定
な
い
し
罰
則

規
定
違
反
の
行
為
の
ご
と
き
は
、
こ
れ
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
か
か
る
違
法
行
為
も

多
か
れ
少
な
か
れ
選
挙
の
結
果
に
影
響
す
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
公
職
選
挙
法
は
そ
の
違
反

者
を
処
罰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
規
定
事
項
の
遵
守
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
違

法
行
為
の
た
め
に
選
挙
を
無
効
と
し
て
再
選
挙
を
行
う
こ
と
を
趣
旨
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
か
よ
う
な
違
法
行
為
で
も
、
そ
の
た
め
に
選
挙
地
域
内
の
選
挙
人

全
般
が
そ
の
自
由
な
判
断
に
よ
る
投
票
を
妨
げ
ら
れ
た
よ
う
な
特
段
の
事
態
を
生
じ
た
場
合
に
は
、

選
挙
の
自
由
公
正
が
失
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
選
挙
を
無
効
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
（
最
高
裁
判
所
昭
和
六
十
一
年
二
月
十
八
日
判
決
、
最
高
裁
判
所
昭

和
二
十
七
年
十
二
月
四
日
判
決
）
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、「
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞

が
あ
る
場
合
」
と
は
、
も
し
選
挙
の
規
定
違
反
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
選
挙
の
結
果
、
す
な
わ
ち
候
補

者
の
当
落
に
現
実
に
生
じ
た
と
こ
ろ
と
異
な
っ
た
結
果
の
生
ず
る
可
能
性
の
あ
る
場
合
を
い
う
も
の

と
解
さ
れ
て
い
る
（
最
高
裁
判
所
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
四
日
判
決
）。

当
委
員
会
は
こ
う
し
た
観
点
に
立
ち
、
本
件
申
立
理
由
一
の
「
た
か
ね
２
１
世
紀
ま
ち
づ
く
り
１

０
０
人
会
議
」
の
発
会
式
等
を
、
高
根
町
全
世
帯
数
三
千
三
百
八
十
三
世
帯
（
平
成
十
四
年
三
月
三

十
一
日
現
在
世
帯
数
）
の
う
ち
約
八
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
約
二
千
九
百
世
帯
が
加
入
し
て
い

る
町
営
「
高
根
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ビ
」
に
お
い
て
平
成
十
三
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
十
八
日
、
同
月
二

十
二
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
自
主
放
送
番
組
と
し
て
の
べ
十
七
回
放
映
（
こ
の
自
主
放
送
番
組

の
一
回
あ
た
り
の
放
映
時
間
は
二
十
分
二
十
秒
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
本
件
放
映
は
二
分
五
十
八
秒
）

し
た
事
実
は
確
認
し
た
も
の
の
、
当
該
放
映
の
内
容
及
び
「
た
か
ね
２
１
世
紀
ま
ち
づ
く
り
１
０
０

人
会
議
」
の
態
様
等
か
ら
、
当
該
放
映
が
選
挙
の
規
定
に
違
反
し
、
当
該
選
挙
地
域
内
の
選
挙
人
全

般
が
そ
の
自
由
な
判
断
に
よ
る
投
票
を
妨
げ
ら
れ
た
よ
う
な
特
段
の
事
態
が
生
じ
、
選
挙
の
結
果
に

異
動
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
申
立
理
由
二
の
「
事
務
所
開
き
の
御
案
内
」
と
す
る
文
書
頒
布
の
疑
い
に
つ
い
て
は
、
本

件
選
挙
を
無
効
と
す
る
原
因
と
な
り
得
る
事
実
関
係
を
立
証
す
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
く
、
ま
た
、

仮
に
当
該
文
書
頒
布
が
申
立
人
の
主
張
ど
お
り
で
あ
る
と
し
て
も
、
申
立
人
の
推
定
す
る
当
該
頒
布

数
等
か
ら
当
該
文
書
頒
布
に
よ
り
当
該
選
挙
地
域
内
の
選
挙
人
全
般
が
そ
の
自
由
な
判
断
に
よ
る
投

票
を
妨
げ
ら
れ
た
よ
う
な
特
段
の
事
態
が
生
じ
、
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
っ
た
も
の

と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
、
申
立
人
が
主
張
す
る
諸
行
為
が
選
挙
無
効
の
事
由
と
な
り
得
る
か
に
つ
い
て
、
職
権
に
よ

り
審
理
し
た
が
、
い
ず
れ
の
行
為
も
選
挙
無
効
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

以
上
の
と
お
り
、
申
立
人
の
主
張
は
す
べ
て
そ
の
理
由
は
な
く
、
申
立
人
の
主
張
を
容
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
当
委
員
会
は
主
文
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

平
成
十
四
年
五
月
一
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
　
員
　
長

石
　
　
澤
　
　
道
　
　
夫

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
五
号

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日
執
行
の
高
根
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
け
る
選
挙
の
効
力
に
関
す

る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
裁
決
し
た
。

平
成
十
四
年
五
月
一
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
　
員
　
長

石
　
　
澤
　
　
道
　
　
夫

裁
　
　
決
　
　
書

山
梨
県
北
巨
摩
郡
高
根
町
下
黒
澤
四
〇
七
五
番
地
一
三

審
査
申
立
人
　
片
　
　
桐
　
　
秀
　
　
治
（
六
十
五
歳
）

右
審
査
申
立
人
（
以
下
「
申
立
人
」
と
い
う
。）
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
四
日
付
け
で
提
起
さ
れ
た

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日
執
行
の
高
根
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
（
以
下
「
本
件
選
挙
」
と
い
う
。）

に
お
け
る
選
挙
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

主
　
　
文

本
件
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
。

理
　
　
由

第
一
　
審
査
の
申
立
て
の
要
旨
及
び
理
由

申
立
人
は
、
本
件
選
挙
に
お
け
る
選
挙
の
効
力
及
び
当
選
の
効
力
に
関
し
、
高
根
町
選
挙
管
理
委

員
会
（
以
下
「
町
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
異
議
の
申
出
を
し
た
が
、
町
委
員
会
は
平
成
十
四
年
二

月
十
八
日
付
け
で
こ
の
異
議
の
申
出
に
対
し
て
棄
却
の
決
定
を
し
た
の
で
、
こ
の
決
定
を
不
服
と
し

て
、
当
委
員
会
に
対
し
選
挙
の
効
力
に
関
す
る
決
定
を
取
り
消
し
、
本
件
選
挙
を
無
効
と
す
る
旨
の

裁
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

本
件
選
挙
候
補
者
利
根
川
寅
雄
（
以
下
「
本
件
候
補
者
」
と
い
う
。）
は
、
高
根
町
行
政
区
設
置

条
例
（
昭
和
六
十
三
年
高
根
町
条
例
第
一
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
行
政
区
長
で
あ
り
、
公
職
選

挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
候
補
を
制
限
さ
れ

る
地
方
公
務
員
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
条
項
に
違
反
し
て
立
候
補
し
た
疑
い
が
あ
る
。

二

本
件
候
補
者
の
立
候
補
届
出
は
、
公
職
選
挙
法
第
九
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
取
り
下
げ

ら
れ
た
と
み
な
す
べ
き
と
こ
ろ
、
町
委
員
会
は
当
該
条
項
の
適
用
を
誤
り
、
立
候
補
届
出
を
受
理

し
、
選
挙
を
執
行
し
た
疑
い
が
あ
る
。

第
二
　
裁
決
の
理
由

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
七
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
一
日

二



当
委
員
会
は
、
こ
の
審
査
申
立
て
に
つ
き
そ
の
要
件
を
審
理
し
、
そ
の
結
果
、
適
法
な
も
の
と
認

め
こ
れ
を
受
理
し
、
町
委
員
会
か
ら
弁
明
書
を
、
申
立
人
か
ら
こ
れ
に
対
す
る
反
論
書
の
提
出
を
受

け
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
た
書
類
の
提
出
を
関
係
者
に
求
め
、
ま
た
必
要
事
項
の
調
査
を
行
い
、
慎

重
か
つ
厳
正
に
審
理
し
た
。

そ
も
そ
も
選
挙
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
に
お
い
て
、
選
挙
が
無
効
と
さ
れ
る
の
は
、
公
職
選
挙
法

第
二
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
「
選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
選
挙
の
結
果

に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
る
場
合
に
限
り
」
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る

こ
と
が
あ
る
と
き
」
と
は
、
主
と
し
て
選
挙
管
理
の
任
に
あ
る
機
関
が
選
挙
の
管
理
執
行
の
手
続
き

に
関
す
る
明
文
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
又
は
直
接
か
よ
う
な
明
文
の
規
定
は
存
在
し

な
い
が
選
挙
法
の
基
本
理
念
た
る
選
挙
の
自
由
公
正
の
原
則
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
と
き
を
指
す
も

の
と
解
さ
れ
て
い
る
（
最
高
裁
判
所
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
四
日
判
決
）。

ま
た
、「
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
る
場
合
」
と
は
、
そ
の
違
反
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

選
挙
の
結
果
、
す
な
わ
ち
候
補
者
の
当
落
に
、
現
実
に
生
じ
た
と
こ
ろ
と
異
な
っ
た
結
果
の
生
ず
る

可
能
性
の
あ
る
場
合
を
い
う
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
（
最
高
裁
判
所
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
四
日

判
決
）。

当
委
員
会
は
こ
う
し
た
観
点
に
立
ち
、
申
立
人
の
主
張
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
判
断
す
る
。

本
件
候
補
者
は
、
高
根
町
行
政
区
設
置
条
例
及
び
高
根
町
行
政
区
運
営
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
高

根
町
規
則
第
五
号
）
に
基
づ
き
平
成
十
二
年
四
月
一
日
付
け
で
高
根
町
中
清
里
行
政
区
長
に
委
嘱
さ

れ
、
本
件
選
挙
に
係
る
立
候
補
届
出
時
に
お
い
て
も
そ
の
職
に
あ
り
、
こ
の
職
は
地
方
公
務
員
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
条
第
三
号
に
掲
げ
る
職
に
該
当
し
、
特
別
職
に
属

す
る
地
方
公
務
員
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

公
務
員
の
立
候
補
に
つ
い
て
公
職
選
挙
法
第
八
十
九
条
第
一
項
本
文
は
、
公
務
員
が
そ
の
地
位
を

選
挙
に
利
用
す
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
は
、
在
職
中
、

公
職
の
候
補
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
定
め
て
、
公
務
員
（
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第

二
項
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。）
の
公
職
へ
の
立
候
補
を
制
限
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
公
職
選
挙
法

第
九
十
条
は
、
同
法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
職
の
候
補
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い

公
務
員
が
立
候
補
の
届
出
等
を
し
た
と
き
は
、
当
該
公
務
員
の
退
職
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
届
出
の
日
に
当
該
公
務
員
た
る
こ
と
を
辞
し
た
も
の
と
み
な
す
旨
を
定
め
て
い
る
。

こ
の
趣
旨
は
、
立
候
補
を
制
限
さ
れ
て
い
る
現
職
の
公
務
員
が
当
該
立
候
補
の
届
出
等
を
し
た
と
き

は
、
そ
の
地
位
を
、
当
該
届
出
等
が
受
理
さ
れ
る
と
同
時
に
、
自
動
的
に
失
う
も
の
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
い
た
ず
ら
に
選
挙
の
規
定
違
反
の
事
態
の
生
ず
る
こ
と
な
ど
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ

に
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
最
高
裁
判
所
平
成
元
年
四
月
二
十
七
日
判
決
）。

す
な
わ
ち
、
仮
に
本
件
候
補
者
が
公
職
選
挙
法
第
八
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
務
員
の
立
候

補
制
限
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
し
て
も
、
同
法
第
九
十
条
の
規
定
に
よ
り
立
候
補
の
届
出
が
受
理

さ
れ
る
と
同
時
に
当
該
公
務
員
た
る
こ
と
を
辞
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
候
補
者

の
届
出
は
他
に
瑕
疵
の
な
い
限
り
受
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
本
件
選
挙
に
係
る

町
委
員
会
へ
の
立
候
補
届
出
及
び
受
理
に
係
る
管
理
執
行
手
続
き
に
関
す
る
規
定
の
違
反
は
見
受
け

ら
れ
ず
、
本
件
候
補
者
の
立
候
補
届
出
は
適
法
に
受
理
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
申
立
人
の
主
張
す
る
内
容
は
選
挙
無
効
に
つ
い
て
規
定
す
る
公
職
選
挙
法
第
二
百
五
条

第
一
項
の
「
選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
」
場
合
に
は
該
当
せ
ず
、
本
件
選
挙
の
無
効
の
原
因
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
の
と
お
り
、
本
件
選
挙
を
無
効
と
す
る
べ
き
理
由
は
な
く
、
申
立
人
の
主
張
を
容
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
当
委
員
会
は
主
文
の
と
お
り
裁
決
す
る
。
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